
若
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
と
の
交
流 
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コ
ロ
ナ
禍
の
為
八
時
閉
館
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
久
し
ぶ
り

の
生
演
奏
を
聴
い
た
。 

 

オ
ー
ル
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
品
に
よ
る
金
川
真
弓
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
。
金
川
さ
ん
は
ド
イ

ツ
生
ま
れ
、
日
本
や
ア
メ
リ
カ
各
地
で
学
び
現
在
は
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
躍
す
る
若
手
だ
。
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
他
各
種
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位
入
賞
を
誇
り
、
ロ
シ
ア
や
欧
米
各
地
及
び
日
本

国
内
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
出
演
オ
ッ
フ
ァ
ー
殺
到
中
の
実
力
者
と
い
う
。
チ
ラ
シ
の
写
真
を
見
る

限
り
個
性
の
強
い
強
い
演
技
派
女
優
を
連
想
す
る
が
、
登
場
し
た
彼
女
は
小
柄
で
平
凡
な
女
子
大
生

と
言
う
感
じ
で
、
一
体
今
夜
は
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
の
か…

…

。 

 

演
奏
さ
れ
た
の
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
四
曲
。
淡
々
と
し
た
、
し
か
し
基
本

を
し
っ
か
り
と
抑
え
た
充
実
し
た
演
奏
だ
。
現
在
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
ト
レ
ン
ド
の
最
前
線
を
走
る
古

楽
風
、
愛
想
の
な
い
と
い
う
か
、
抒
情
性
の
少
な
い
乾
い
た
音
色
が
響
き
渡
る
。
こ
れ
が
現
在
ト
ッ

プ
を
行
く
若
手
奏
者
の
奏
で
る
ベ
ル
リ
ン
最
前
線
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
だ
。 

 ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
と
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
二
重
奏
曲
の
こ
と
で
、
古
典
派
と
ロ
マ

ン
派
の
過
渡
期
、
丁
度
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
活
躍
し
た
時
代
に
好
ま
れ
た
様
式
だ
。
当
初
は
ピ
ア
ノ
が

主
体
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
時
々
合
の
手
を
入
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
満
足
で
き
な
い
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
は
、
二
つ
の
楽
器
が
対
等
に
絡
み
合
い
丁
々
発
止
と
掛
け
合
う
、
現
代
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ

ナ
タ
の
形
式
に
発
展
さ
せ
た
。
新
し
い
時
代
の
空
気
を
全
身
で
感
じ
取
り
音
楽
で
完
璧
に
表
現
で
き

る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
後
世
人
々
は
彼
を
天
才
と
呼
ぶ
。
そ
の
天
才
ぶ
り
を
金
川
さ
ん
は
、
新
と
旧
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
を
弾
き
分
け
て
証
明
し
て
く
れ
た
。
天
才
を
称
え
る
四
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

曲
と
い
う
セ
ン
ス
の
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
愛
好
家
の
集
い
に
贈
ら
れ
た
の
だ
。 

 

平
凡
な
女
子
大
生
と
私
が
勘
違
い
し
た
金
川
さ
ん
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
実
力
と
お
洒
落
心
を

持
つ
音
楽
家
だ
っ
た
。
若
い
才
能
が
続
々
と
登
場
す
る
昨
今
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
会
、
こ
ん
な
出
会

い
が
あ
る
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
通
い
は
止
め
ら
れ
な
い
。 

 


